
 

 

定期考査に出題した探究力問題例  
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Ⅱ 遠心力について  

《物体の質量をｍ、回転半径をｒ、物体の速度をＶとする。また地球は完全な球体（半径Ｒ）であるとする》 

（２）物体が円運動をしているとき、この物体にはたらく遠心力の大きさを求めよ。 

（３）（２）で円運動の周期（１周するのにかかる時間）をＴとするとき、物体の速度Ｖを求めよ。 

  （４）遠心力の大きさｆをｍ、ｒ、Ｔを使って表せ。 

（5）（2）,(4)の式を用いて地球上の物体にはたらく遠心力の大きさの緯度による変化を考察せよ。 

Ⅲ 重力について 

（８）振り子の周期は２π
重力加速度）

振子の長さ

g(

)L(
で与えられる。高緯度では振子の周期はどうなるか。また、その理由

を答えよ。 

ただし、重力加速度ｇは重力の大きさに比例するものとする。 

  


